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数学教育実践研究会６１回大会 2011・8・7
記念講演

心ときめく図形教育と子ども

府中・多摩サークル

青柳 佳子

はじめに

東日本大震災のあと毎日のニュースは、言葉がありませんでした。私たちにとって

子どもたちとの学びが生活の糧です。子どもの未来を応援していきたいと思います。

５ヶ月経った今も、毎日の新聞に被災者数が掲載されています。今なお続く数字に、

心が痛みます。震災を直接受けない地域でも大変な生活を余儀なくされている皆さん

も多いと聞いています。この大変な時期、大会に参加している皆さんと心から哀悼の

意を表させて頂きます。 キーワード：身近な素材・遊ぶ・見つける・創る

１．数実研との出会い
自己紹介

私は、数学教育実践研究会（数実研）で、

１３年学んできました。きっかけは、退職

まであと８年という時期、転任したばかり

の職場（多摩第三小学校）で、重さの授業

研究をすることになったためです。府中サ

ークルに参加、先輩の先生方に指導を受け

ました。重さやかさ、ジャガイモを使った

立体の授業を教えていただきました。

この頃、心ときめくではなく、今までの

自分を反省しつつ、学ぶことばかりでした。

サークルでは、数学を専門に研究している

先生方から、理論を優しく分かりやすく教

えて頂きました。教員生活をこの職場で終

わろうとしている私に、教材研究・児童指

導・教育の意義等、私がいままで経験した

ことのない体験の連続でした。

何がしたいとか、何を教えてほしいとか

考えないで、ただただサークルに参加しま

した。会の主催する研究会にも参加するよ

うになりました。先輩と言っても年齢はさ

ほど差がない、同僚の様な存在の先生が、

自分の実践を話すのをあこがれにも似た感

情をもって聞いたものです。参加するだけ

で満足でした。

本日の話題

（１）図形というとどんなイメージをもち

ますか。国語辞典で「図形」という言葉を

引いてみます。

かたち（形）

①「形」は、見たり触ったりして知りう

るものの姿のうち、色を除いたもの。

②（中身や働きに対して）外に現れた

形。様子、特に姿勢。態度。

ずけい（図形）

①図のかたち・模様

②【数学】立体・面・線・点などの集合。

空間における物体の形状・位置関係を

抽象化したもの。

③図式

（岩波書店「国語辞典」第４版より）

岡部進先生の「日常素材で数学する」に

よると、「図形」とはなにか、図のかたち。

絵にかいたかたち。面・線・点などの集合

したもの。ものを見て鑑賞する、表現する

喜びは、図工でも算数でも同じです。図形

教育と図工教育を受ける子どもにとっては

同じだと私は考えます。

職場の事情で、三小の１～２年目は担任。

３～５年目は、６年の家庭科と１，２年の

図工の担当。最後の６～８年目は算数・少

人数担当になりました。
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学級担任から専科担任へ。戸惑うことも

ありましたが、サークルで学んだ算数・数

学という教科を、他の教科に積極的に生か

す実践を研究しました。

（２）心ときめく

中学の数学の先生（広島の柏原志津江先

生）との出会いは、家庭科に数学の理論を

取り入れた合科学習を実践するきっかけに

なりました。数学の先生なのに、母親から

譲られた布で、中学生にパッチワークを製

作させた実践でした。西日本大会の会場に

飾られた布を見たときは、すばらしいと感

動しました。

私は担任の先生の協力を得

て、TTで３年生の円の学習に
取り入れました。

「コンパスを使って円をかこう」と呼び

かけ、一人４枚作り、それを全部まとめて

はったら、すてきな模様ができました。

１枚から広がる模様の世界を、子ども達

も実感できました。

平行模様の実践は、高学年・家庭科のデ

ザイン、低学年・算数のうちわ作りに取り

入れました。１年生と紙皿で回転模様の壁

飾りを作りました。

府中サークルに私の「多摩」が入り、多

摩第三小学校でのサークルがスタートしま

した。定年退職のあと、嘱託として仕事を

続けようと思えたのは、８年間多摩第三小

学校で学んできたことがあったからです。

嘱託の１年目は、多摩・竜ヶ峰小で初任

者指導の担当になり、算数を中心に指導す

ることになりました。２･３年目は５・６年

の家庭科専科と１･２年の算数補助になりま

した。

最後の勤務校・多摩第一小学校では、

１・２年生の図工を２年間担当しました。

低学年の学級数が４クラスに増えたので、

補助の先生が１人割り当てられ、その先生

と二人三脚での指導となりました。

そのために、毎時間の指導の流れが必要

となったので、レシピを作りました。レシ

ピは先生方の指導に活かしていただくこと

にしました。

（３）図形教育とは

数実研の図形教育の目標は、

・身の回りの物の形や置かれている位置に

ついて調べ、よりよい生活環境を創造し

ようとする態度を育てる。

・私たちが住んでいる地球（空間の様子）

について調べる。

◎小学校での低学年図形教育は、ものの形

（立体）についての観察や構成などの操作

を通して、身の回りの空間についての理解

の基礎となる経験を豊かにする。」（竹内先

生・本屋先生・四条先生の論文を引用）と

あります。

子どもは、年齢と共に物の捉え方、考え

方が変わってきます。理論についても空間

についても理解できるようになります。

子どもの環境によって理解・認識の差が

出ますが、知識を吸収する力ではなく、も

のをとらえる力を（図形、空間、理論、計

量、運動の中で）育てなくてはならないと

考えます。子どもの認識を前進させること

が出来る素材を取り上げることが大切にな

ります。

そうした素材は、子どもだけでなく、大

人にとっても意味があり、興味・関心がも

てるよう教材として発展させることができ

ます。

（４）子ども

遊びが生活のすべてであった子どもにと

って、学校は学ぶ場になります。入学当初

は、学ぶということはどういうことなのか、

自覚していないでしょう。学ぶことで生き

る力を獲得するのです。低学年の担任は、

子ども達の成長の伸びに驚かされます。

入学時の子ども達は、物事に興味・関心を

示し、学習したいという意欲にあふれてい

ます。

子どもが何を作ろうか、どんな形にしよ

うか、色は、組み合わせは、と考えている
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とき、目や手、頭を使って作業・製作して

いるときの集中力は素晴らしいものです。

自己中心だった子ども達が、難しい場面に

どう対応したらよいか学んでいきます。

完成したものを鑑賞しあう。新しい発見

を繰り返す。子どもの学びは、学びの中か

ら生まれます。

一人で身に付けることが出来ない知識以

外のものを学習集団の中で育て、育てられ

る。それが教育だと思います。自分の考え

や思いを一方的にぶつけるのではなく、き

ちんと言葉や絵・文章・作品で伝えられる

ようになります。個性を大切にし、友達と

違っていても自分の作品を大切にでき、友

達のよさも発見・認めることができるよう

になります。

２トイレットペーパーの芯を使って

（小学校低学年「図形指導」）

低学年のいろいろな形の指導では、理屈

よりも､形そのものに直接触れながら、その

機能や形態について、子ども自身が体で判

断し、弁別し、理解することが大切です。

画用紙や粘土による製作活動を軸に立体か

ら平面、平面から立体を意識させ指導した

実践です。

身近な素材を教材化することを考え、ト

イレットペーパーの芯を並べたり、切った

りしてみました。芯を棒状に並べたり、芯

に模様を付けたりすると、きれいで面白い

ことが分かりました。

自分でやってみて面白いということは、

子どもにはどうか。

私の研究テーマ「子どもにとって、身近

にあり、好奇心を駆り立てられるもの、そ

んな素材を教材に」と取り組んでみました。

低学年の図工の指導を基礎・基本の指導

期間と考え、線を引く、ハサミできる､のり

で貼る、色を塗る等が定着できるよう心掛

けました。例えば、画用紙を渦巻きに切る。

右回り、左回り、意外と難しい。慣れると、

画用紙より厚い牛乳パックをハサミで切り

開ける。２年生は、

カッターを使い切り

開けるようになり、

３年生にスムーズに

進められるでしょう｡

（１）図画工作科と算数科の目標

図工科（図画工作科を図工科とする。）

表現及び鑑賞の活動を通して、感性を働

かせながら、つくりだす喜びを味わうよう

にするとともに、造形的な創造活動の基礎

的な能力を培い、豊かな情操を養う。

算数科

算数的活動を通して、数量や図形につい

ての基礎的・基本的な知識及び技能を身に

付け、日常の事象について見通しをもち筋

道を立てて考え、表現する能力を育てると

ともに、算数的活動の楽しさや処理のよさ

に気付き、進んで生活や学習に活用しよう

とする態度をそだてる。

１・２年図工科と算数科あわせた指導の

レシピを作成しました。

図工専科は、「算数は関係ない。子どもが

描きたい絵を描き、作りたい物をつくる。

子どもの発想を大切にする。その為に、本

物を沢山みせたい。」と、言われました。

私は、子どもたちの好きな図工も算数も好

きになってほしいと思いました。

（２）子どもの実態

①造形遊びから子どもの認識を理解する

砂場で子どもの遊ぶ様子を見ていると、

手で砂を集め山をつくり、砂を掘って川を

つくる。そのうち、シャベルやバケツがほ

しい、水を使って良いかと相談に来る。そ

ういう子ばかりではない。一人で黙々と砂

遊びをしている子もいる。砂遊びをしてい

る子のところに声が掛かる。

「僕のと一緒にするなよ。」「あっちへ行

けよ。」と排他的であった子ども達が、時間

が経ってくると、周りの子に声掛けをする。
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普段は遊ばない子ども、自然に交流が始ま

る。 狭い砂場の中で、子どものふれあいが

できる。大きな山と谷の間に、トンネルも

開通する。

次々とつながり、砂場いっぱいに広がる。

砂遊びは、計画されている作業ではない。

砂遊びをしているうちに形が出来、自ら働

きかけられる子と、周りから働きかけて貰

うことで成長している子と、成長は様々で

す。砂の造形は、形としては消えてしまう

が、学ぶことは多い。

色々な形も、手や体を動かすことで、体験

し、覚えてくる。子どもは、子どもの中で

育つ。担任は、子どもに育てられる。

②作品の中から子どもの認識を理解する

子どもたちの運動会の絵を展示していた

時のこと。２年生の担任から相談を受けた。

「実は前々から気になっていたのですが子

どもの描く絵の人物がみんな正面を向いて

いるが、これでいいのかな。」

「大玉送りをして

いる子どもも、花

笠を踊っている子

どもたちも、走っ

ている子ども達も、

前を向いている。」

「子どもの認識はそんなものでしょう。

自分を中心に表現するから。」

「大玉を運んでいる子どもの向きが気に

なる。並んでいる子の描き方は・・・。

子どもの認識と表現力はどうなっている

の。」

「みんな図工は好きなのよ。だから何と

かしたいよね。」

私自身は美術を専攻していないので、作

品を鑑賞するのは好きだが、平面に立体を

表現するのは得意ではない。低学年の絵画

表現は一面的に見えるが、自分の思いを大

きく表現しているよさがある。これからの

学習で育てられると思います。

（３）立体図形への子どもの認識

（１・２年生を調べる）

子どもの身近にあるもの（トイレットペ

ーパーの芯）の見え方を調べる

１．机の上に芯を置き、芯の見え方を指

示に従ってかく。正面、右、左、上、下。

分からないときは手に持って見ながらか

いても良い。

２．机を４～５人のグループにする。

集めた机の中央に芯を置く。正面、右、

左、上、下の見え方をかく。芯の見えな

いところは、想像してかく。

意図的な指導によって、子どもの認識の

質を変えることはできないか。それには、

図工科に数学的な素養も取り入れた教材の

工夫を実践してみる。

子どもの力を伸ばすには、課題を明確に

し、子どもが自分で作り上げていくような

指導方法が求められる。

（４）いろいろな形の指導の考え方

子どもたちの身の回りにある物のほとん

どは、立体であることを指導の基本とする。

身の回りにある物の特徴をつかむことか

ら始める。平面で出来た色板でなく立体の

ものを使う。子どもにとって形は手で触る、

動かす、壊すといった作業を通して理解さ

れていくものだと考えられる。形の持つ特

性に着目し、教材としてトイレットペーパ

ーの芯を使う。

形のもつ機能に着目した指導として

転がりやすい形…「たまの形は、転がり

やすい。」「筒も転がる。」
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重ねられる形…「筒の形は、上に重な

るが、横には重ならない。」

②形の形態に着目した指導として

直方体「箱の形」、立方体「さいころの

形」、円柱「筒の形、缶詰の形」

球「たまの形」

（５）トイレットペーパーの芯にこだわる

①生活の中にある。沢山集められる。

集めることで学習意欲が高まる。

②子どもの経験から、見たり触ったりし

たことがある。

③形が分かりやすい。

④紙で出来ているので軽く手に持って作

業しやすい。素材の持ち味が生かされる。

⑤色が塗れる。

⑥子どもの力でもハサミで切ったり折っ

たりができる。

⑦並べたり、重ねたり，転がしたり工夫

ができる。遊び道具にもなる。

⑧平面から立体、立体から平面に変化で

きる。

⑨作品を製作する多様な構想を考えられる。

⑩中・高学年の垂直と平行や面積・体積

の学習にも利用できる。

⑪平面上に立てることができる条件は何

かを考える。（直角が意識できる。）

⑫芯の役目を調べる。

⑬芯についている線は大切な役目があ

る。どうしてか調べさせる。（芯の作り方

を調べる｡）

（６）指導の計画 １年生（６～８時間）

①芯を観察

見る・・・上下 左右 前後

触る・・・紙の感触 曲面

上と下があいている

動かす・・一方に転がる

その他・・曲面に筋が見える

立てられる 等

②芯に色を付ける

飾るもの作り（絵・模様・等）

③芯で人形を作る ハサミを使う

③芯で遊ぶ

（７）授業の流れ

１年生は芯と仲良しになる

➀集めた芯を数える。

「次の学習はトイレットペーパーの芯

を使います。芯を集めておきましょう。」

と伝える。

「持ってきたよ。」と芯は袋いっぱい

・箱にいっぱい・子どもたちの机に集ま

る。

学級により多少の差はでるが全員の机

に分けられる。学校でも『芯探し』をす

る。学校のトイレは、学年により場所が

分かれている。自分たちの場所だけでな

く、学校全部のトイレを回って集める。

職員用のトイレで校長先生に会い、

「ここで、何をしているのか。」と聞か

れ、「図工の勉強でトイレットペーパー

の芯をさがしています。」としっかり答

えられた。

子ども達は、喜々として探しに教室か

ら飛び出していき、芯を持って帰ってく

る。見つけられなかった子も友達と楽し

そうにもどってくる。

集められた芯は、一つ、二つ、三つ、

………と元気な子ども達の声になる。

二十五、・・・五十・・・・・数字が読

めなくても、書けなくても、お経のよう

に唱えることが出来る。大きな口を開け

て、一所懸命さがほほえましい。

②芯の形を調べよう

芯を一つ机の上におく。

「知ってる。筒の形だよ。」と、

おしゃべりしながら触ったり、にらんだ

り，転がしたり積み上げたりする。周り

の友達のしていることを見たりして、

次に何が始まるのか興味をもつ。

③芯から形の取り出し

「芯を見た形を書いて見ましょう。

見ないで書けるところや見えないところ

も描きます。」ワークシートに描く順番

は、担任がゆっくり読み上げる。

④芯に絵や模様を描く

「出来上がった人は芯に好きな絵を描こう。」

⑤芯と同じ形を捜す
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身の回りから芯と同じ形の物を探そう。

〈子どもの見つけたもの〉

ストロー１３人・色鉛筆９人・水筒７人

・缶詰７人・図工室や廊下の柱５人・

時計４人・電柱３人・電線２人・傘２人

・ラップの芯２人・トンネル・ホース・

ロールケーキ・竹・ボンドのふた等

⑥同じ形作り

「画用紙で芯と同じ形を作ろう。どうし

たらできるかな。」「巻いたらできた。」

「巻かなくてもそのまま紙を巻くとでき

る。」「のりやセロテープではればでき

る。」自分の方法でいっぱい同じ形を作

る。たくさん出来る。

⑦人形の飾り作り

（授業参観日に使う）

･芯に絵や模様を自由にかいた芯を使う｡

･芯を切って顔に見立て人形にする｡

･「芯の半分より上を２カ所ハサミで切り

ます。目と口をかくと人形のできあが

りです。工夫して作ってみよう。」

･「芯が堅くて切れません。」

芯がしっかりしている。ハサミの使い

方に慣れていない。

･「切れた。これでいいのかな。」

出来上がった作品は、教室や廊下に飾

り、みんなで鑑賞する。

･「顔がおもしろい。」「となりの子と挨拶

してるみたい。」「可愛い。」「みんなち

がう表情をしていて楽しくなるね。」

⑧遊ぶ

「残った芯で遊びましょう。」

「何してもいいの。」

「並べてみよう。かさねてみよう。」

「もっともっと、芯がほしい。」

一人遊びから集団の遊びに。あっちで

もこっちでも遊びに夢中になる。時間内

に全員が完成でき、家族にプレゼント出

来る。時間のある子は、何個でも出来る。

残った芯は保管しておきます。「6年生
を送る会」で、1年生からのプレゼントの
ケーキづくりに使います。（冒頭の写真）

２年生は､芯を切り開いた形を考えよう

① 芯と同じ形を作ろう（画用紙：平面）

１年生で経験した作り方ですぐできる。

② 筒の形をハサミで切ったらどんな形に

なるか考える。

切り開いてみると色々な形になる。

色々の形を見て大きさを考える。

③ 切り開いた紙に絵を描く。

④ 芯の形を書く。

子どもが描いた芯の形から、芯の形が

子どもにはどう見えているか調べまし

た。

〈子どもがかいた芯の形〉

組 合計

人数

１ １９ ０ １０ １ ３ ３３

２ １３ ０ ０ ９ １７ ３２

３ １０ ７ ９ ９ ０ ３５

⑤ 芯で遊ぼう

高く積み上げる集中力が必要です。周り

の友達も息を呑む。「こんなに集中したの

ははじめてだ。」と子ども達が口々に言っ

ていました。大人もやってみると、結構

おもしろいというか、できないものです。

「トイレットペーパーの芯と同じ形を

作ろう」の学習から学んだこと

画用紙で芯と同じ形を作り、切り開い

た形と大きさは同じか違うかの質問した

結果

３２人中 学習前 学習後

違うと答えた児童 １６人 ０人

・きりかたがちがうとかたちがちがうから、

大きさはちがうとおもった。

・ふわふわに切りとっても、ギザギザに切り

とっても、かたちは（大きさ）はおなじこ

とがわかりました。

・いろいろなかたちにきると、おもしろい形

になりました。



- 7 -

・しんとおなじ形をとるのはたいへんでした。

・しんにいろがみをまいて、トイレットペー

パーのしんの形にして、いろいろな形にき

って、先生がきったものとおんなじ大きさ

なのが、はじめて知りました。

・しんの形をちがう形にきっても、大きさは

おなじってことをしってうれしかったです。

・しんと同じ大きさのものがいっぱいありま

した。

・形はちがっても、大きさが同じことがわか

りました。

３２人中 学習前 学習後

同じと答えた児童 １８人 ３２人

・きりかたがちがっても、しんはいっしょだ

からおなじ大きさになる。

・おなじといういみは、形はちがうけど、大

きさはおなじ。

・おなじっていういみは、同じ大きさの紙で

やっているからです。

３２人中 学習前 学習後

答えなし １人 ３人

・ずこう たのしかった。

・しんとおなじかたちをきりました。

・しんの太いのとほそいのをつくって、たの

しかったです。

・いろいろなものを作って、すごくたのしか

った。

粘土で芯と同じ形を作る。（立体）

①粘土を転がしたり丸めて形を作る

②芯に巻き付けて形を作る

③芯の中に粘土を詰めこんで形を作る

①、②は１年で経験している。

③を試みた結果、芯が長くて取り出せな

かった。②芯を短くすることで、小さい芯

と同じ形ができた。

無理矢理紙を切って破いたりして粘土の

円柱が完成する子。紙が粘土の水分で破れ

やすくなり、円柱がきれいに出来た子。芯

を破くとき芯の斜めの線を目安にすると破

れ易いことも判明する。子ども達の取り組

みから、剛体の形を作り上げた。

・しんとおなじ形を、ねんどで

つくりました。できた形にね

んどをつけて、すてきなウサ

ギをつくりました。ジャンパ

ーも、つくってきせました。

・しんの形は、だいやのかたちからできると

はおもいませんでした。

・ねんどで形を作るとき、つめるのがたいへ

んでした。

・しんはダイヤの形にやぶれることがわかっ

た。しんにねんどをいれると、しんの形に

なる。

・しんのかたちはつつのかたち。うえから

みるとまるい。しんにねんどをつめたら、

しんとおなじかたちができた。

・はじめはねんどでしんと同じ形を作るなん

て、むりだとおもってたけど、つくれるっ

てわかった。

・しんはひろげるとしかくだって思っていた

けれど、ななめのみちみたいな形にもなる

っていうことが、わかりました。

・しんは、ダイヤの形でもできることがわか

った。しんをやぶるとダイヤのかたちにな

るのがわかった。

・しんはひらくとななめの四角になった。

しんをうえからみるとまるで、よこから見

ると長四かくになった。

学習を終えて

トイレットペーパーの芯の形は、「なが

ななめでもトイレットペーパーの芯の形に

なるんだな と、いうことが分かりました。

それがうれしかったです。」と、話す子。

トイレットペーパーの芯に斜めの模様が

見える。そのことに気がつき、絵に描いて

いる子。体験したことで新しい発見があ

り、身に付きつつある。

身の回りのものを子どもの学習に取り込

む時、そこに、数学的な学習意図をもつこ
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とが要求されることになる。それで子ども

の要求は満たされるのか。小学校の子ども

は、子どもを取り巻く環境によって、大き

く左右される。成長の過程で生じた認識能

力の差を理解し、子どもが自分の力にして

いかれる活動を用意する。

トイレットペーパーの芯という素材が、

子どもの図形、空間、論理認識を伸ばすこ

とができたと思える。子ども達の身の回り

のものをもっと学習に活かすことを考えて

いきたいと思います。

最後に
大会へ参加した皆さんから、

「『数実研の授業』ってどんな授業なのか。

他の研究会とどう違うのか。」

の質問に、私の考えを話します。

１．サークルで学んだことが、自分を豊かに

する。

「研究者になりなさい」と言われたこと：

私は、教えるよりも教わることが好きで

す。 今まで知らなかったことが分かった

時、嬉しかったです。一度では理解できな

いことが、何回か聞いているうちに分か

る。

サークルでは、自分が子どもになって学

ぶことが出来ました。学ぶことの楽しさを

知るということでしょうか。実践している

うちに、自分で「楽しかった」と、感じ

ることがありました。次は、こうしようと、

心をときめかせることもありました。その

為に、自分の身の回りの物を注意深く観察

する気持ちが出てきました。出来るだけ

「本物を見たい」という要求に動かされる

自分を発見しました。色々なものを見るこ

とで､特に模様に関心が向きました。

壁掛けの回転模様、よく見ると点対称・

線対称。ブラウスは平行の縞模様、垂直の

格子模様。１つの模様タイルで敷き詰めら

れた宮殿の壁。パッチワークでできたレー

スのカバー。どれも図形の教材になりまし

た。

世界のどこにでもある模様が、日本の昔

からの建物から見つけられ、今も続いてい

ることの素晴らしさを実感しました。

木の実や貝殻を食器にしていた時代、土

をこね、皿や茶碗を作り生活に使う人たち

から、土器に模様を付け、色を付けていっ

た人々の知恵が心を打ちます。その世界に

導いてくれたのは、この会での学びだった

でしょう。

２．自分を支えてくれる仲間ができたこと

「教えられるだけでなく、人に教えられる人

になれ」

自分の学んだことを実践するだけでなく

子どもを見つめ、自分らしさを取り入れた

実践をサークルで交流し合うことで、より

よいものに創り上げられ、自分の考えや指

導法に自信がもてるようになりました。

たぶん１３年前の私でいたら、この場で

このような話をしていないでしょう。

この機会を与えられて感謝します。
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